
宮津・海洋高生 魚類専門ジャーナル Ｉｃｈｔｈｙ 掲載
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「
京
都
新
聞
歳
末
ふ
れ
あ

い
募
金
」
は

日
ま
で
京
都

新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
、
京

都
新
聞
社
滋
賀
本
社
、
南
部

支
社
、
総
局
・
支
局
、
京
都

新
聞
販
売
所
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
振
り
込
み
は
、

京
都
銀
行
、
京
都
中
央
信

用
金
庫
、
京
都
信
用
金
庫
の

窓
口
に
設
置
の
専
用
振
込

用
紙
な
ら
各
金
融
機
関
の

協
力
で
手
数
料
は
無
料
で

す
。
郵
便
局
か
ら
は
現
金
書

留
〒
６
０
４
｜
８
５
７
７

京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団

（
住
所
不
要
）
ま
た
は
郵
便

振
替
０
１
０
１
０
｜
１
｜
９

８
８
８
で
。
事
業
団
へ
の
寄

付
金
は
税
優
遇
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
事
業
団
０
７
５
（
２

４
１
）
６
１
８
６
（
土
日
は

休
み
）
。
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万
円
を
寄
付

株
式
会
社
ダ
イ
マ
ル
ヤ

（
森
田
一
道
代
表
取
締
役
社

長
、
下
京
区
烏
丸
通
四
条
・

三
井
住
友
海
上
南
隣
）
が
１

０
０
万
円
を
寄
付
し
た
‖
写

真
。
森
田
社
長
は
「
ふ
れ
あ

い
募
金
は
今
年
で

年
目
に

な
り
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
事

業
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
京

都
の
福
祉
に
お
役
に
立
ち
た

い
」
と
話
し
た
。

【
３
万
円
】
下
京
区
打
越

町
、
才
本
洋
子
さ
ん
（
五
条

販
売
所
を
通
じ
て
）

【
１
万
円
】
上
京
区
、
宗

教
法
人
出
雲
大
社
都
教
会
▽

中
京
区
、
匿
名

【
１
０
０
０
円
】
匿
名

◇
京
都
銀
行
扱
い
◇

万
円
を
寄
付

株
式
会

社
マ
ツ
ヤ
ス
ー
パ
ー
（
本
部

・
山
科
区
竹
鼻
）
が

万
６

８
２
３
円
を
寄
付
し
た
。
京

都
府
、
滋
賀
県
内
の
同
ス
ー

パ
ー
全
８
店
舗
に
設
置
し
た

募
金
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
顧
客

と
従
業
員
か
ら
の
善
意
。

万
円
を
寄
付

株
式
会

社
Ｋ
Ｇ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
佐

藤
弘
樹
代
表
取
締
役
、
中
京

区
少
将
井
御
旅
町
）
が

万

円
を
寄
付
し
た
。

【
３
万
円
】
南
区
久
世
、

株
式
会
社
カ
ワ
タ
キ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン

◇
京
都
信
用
金
庫
扱
い
◇

【
３
１
５
０
円
】
山
科
区

大
宅
、
村
井
宗
久
さ
ん

◇
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
扱
い
◇

【
５
万
円
】
右
京
区
、
匿

名
【
３
万
円
】
西
京
区
、
匿

名
【
２
万
円
】
北
区
、
Ｆ
・

Ｓ
さ
ん
▽
南
区
、
匿
名
▽
神

戸
市
西
区
、
伊
藤
貴
宏
さ
ん

【
１
万
４
６
６
９
円
】
左

京
区
修
学
院
、
道
入
寺

【
１
万
円
】
下
京
区
、
匿

名
▽
左
京
区
田
中
、
浅
田
信

子
さ
ん
▽
東
山
区
粟
田
口
、

今
井
明
さ
ん
▽
同
区
、
匿
名

▽
伏
見
区
醍
醐
、
桑
原
和
男

さ
ん
▽
同
区
、
匿
名
▽
長
岡

京
市
、
匿
名
▽
京
田
辺
市
田

辺
、
出
口
実
さ
ん

【
７
０
０
０
円
】
東
山
区

東
大
路
通
松
原
、
田
端
千
賀

子
さ
ん

【
６
９
０
０
円
】
亀
岡
市

河
原
町
、
森
本
文
雄
さ
ん

【
５
０
０
０
円
】亀
岡
市
、

匿
名
▽
大
津
市
栄
町
、
林
典

子
さ
ん

【
３
０
０
０
円
】中
京
区
、

匿
名
▽
草
津
市
野
村
、
ア
ビ

ッ
ク
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル

谷

口
斉
代
表

【
２
０
０
０
円
】
北
区
、

匿
名

日

【
信
号
無
視
】
伏
見
署

油

小
路
通

【
速
度
】
宮
津
署

国
道
１

７
８
号
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◇
…

日
…
◇

▽

歳

井
野
毅
さ
ん

（
伏
見
区
醍
醐
）

▽

歳

大
島
智
子
さ
ん

（
社
会
保
険
労
務
士
）

▽

歳

中
西
た
え
子
さ

ん
▽

歳

名
古
佳
豊
さ
ん

（
上
京
区
）

「
善
意
の
小
箱
」
「
記

念
日
お
め
で
と
う
」
「
誕

生
日
お
め
で
と
う
」
の
申

し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
、

京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業

団
０
７
５
（
２
４
１
）
６

１
８
６
へ
。
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お
こ
と
わ
り

日
の
卸

売
市
場
は
休
業
の
た
め
市
況

は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
２
２
年
度
全
国
選
抜

小
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
大

会
の
京
都
府
大
会
と
滋
賀
県

大
会
（
い
ず
れ
も
京
都
新
聞

と
全
国
新
聞
社
事
業
協
議
会

主
催
）
が
開
か
れ
、
最
優
秀

賞
（
京
都
新
聞
賞
）
に
京
都

市
伏
見
区
の
伏
見
板
橋
小
６

年
清
水
琢
己
さ
ん
、
大
津
市

の
藤
尾
小
５
年
濵
崎
由
來
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

問
題
意
識
を
持
っ
て
独
自

に
制
作
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
作
品
を
競
う
大
会
で
、
今

年
度
で
３
回
目
。
最
優
秀
賞

２
人
は
、
３
月
５
日
に
東
京

で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
す
る
。

全
国
選
抜
小
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
大
会

京都と滋賀大会 最優秀賞

清水さん 伏見

濵崎さん 大津

亀
岡
市
の
亀
岡
高
と
南

丹
高
の
生
徒
ら
が
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

に
つ
い
て
考
え
る
「
プ
ラ

ご
み
ゼ
ロ

ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
が
、
同
市
役
所

内
の
「
開
か
れ
た
ア
ト
リ

エ
」
で
あ
っ
た
。
生
徒
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
を
発
表

し
、
今
後
自
分
た
ち
に
何

が
で
き
る
か
を
話
し
合
っ

た
。亀

岡
高
２
年
の
４
人

は
、
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
減

ら
す
研
究
を
紹
介
し
た
。

ご
み
箱
を
設
置
し
た
際
に

捨
て
る
意
欲
が
湧
く
よ
う

「
目
立
つ
よ
う
に
黄
色
に

す
る
」
「
入
り
口
に
『
今

日
の
サ
ン
ガ
Ｆ
Ｃ
の
勝
敗

は
』な
ど
の
質
問
を
書
く
」

と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
披

露
し
た
。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
市
環
境
先
進
都
市
推

進
部
の
職
員
や
両
高
の
教

員
ら
も
交
え
て
行
わ
れ

「
大
人
ほ
ど
意
識
変
革
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
」

「
ご
み
を
減
ら
す
と
い
う

よ
り
も
、
活
用
す
る
考
え

を
取
り
入
れ
て
は
ど
う

か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

南
丹
高
３
年
鍋
島
凛

り

星
せ

さ
ん
（

）
は
「
自
分
は

マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
買
う
こ
と
が
減
っ

た
。
も
っ
と
幅
広
く
普
及

さ
せ
る
べ
き
で
は
と
思

う
」
と
話
し
た
。

市
と
、
マ
イ
ボ
ト
ル
普

及
な
ど
で
協
定
を
結
ぶ
ド

イ
ツ
の
浄
水
器
メ
ー
カ
ー

「
ブ
リ
タ
ジ
ャ
パ
ン
」
が

主
催
し
た
。
（
南
真
臣
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
削
減
す
る
方
法
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
う
生
徒
や
市
職
員
ら

亀
岡
市
役
所
内
・
開
か
れ

た
ア
ト
リ
エ
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⊃

亀
岡
・
南
丹
高
生

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

取
り
組
み
の
成
果
発
表

亀 岡
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海
洋
高
（
宮
津
市
上
司
）
の
マ
リ
ン
バ
イ
オ
部
の
生
徒
４
人
が
、
シ
ュ
ン
カ
ン
ハ
ゼ
を
府
内
で
初
め
て
同
高
の
桟

橋
で
確
認
し
、
学
術
論
文
に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
魚
類
の
分
類
や
生
態
が
専
門
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
「
Ｉ
ｃ

ｈ
ｔ
ｈ
ｙ
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
４
人
は
「
府
内
初
の
発
見
を
証
明
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
喜
ん
で
い
る
。

生
徒
が
採
集
し
た
シ
ュ
ン
カ
ン

ハ
ゼ

シ
ュ
ン
カ
ン
ハ
ゼ
は
東
ア
ジ
ア

の
固
有
種
で
、
太
平
洋
沿
岸
に
分

布
す
る
ハ
ゼ
科
の
魚
。
体
は
濃
い

褐
色
で
、名
前
は
平
家
物
語
の「
俊

寛
」
に
ち
な
む
。
日
本
海
側
で
の

発
見
例
は
２
０
２
０
年

月
に

石
川
県
の
能
登
半
島
の
み
だ
っ

た
。論

文
に
携
わ
っ
た
の
は
３
年
の

眞
野
陽
太
さ
ん
（

）
と
後
藤
栞

汰
さ
ん
（

）
、
２
年
の
永
谷
想

生
さ
ん
（

）
と
福
井
雄
大
さ
ん

（

）
。

年
７
月
朝
、
眞
野
さ

ん
が
生
物
調
査
の
た
め
栗
田
湾
に

面
し
た
桟
橋
近
く
に
設
置
し
て
い

た
か
ご
を
引
き
上
げ
る
と
、
体
長

約
５
㌢
の
見
慣
れ
な
い
魚
が
入
っ

て
い
た
。
そ
の
後
も
同
じ
場
所
で

同
年
９
月
ま
で
に
５
匹
が
見
つ
か

っ
た
。

京
都
大

鶴
水
産
実
験
所
（

鶴
市
長
浜
）
に
写
真
を
確
認
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
シ
ュ
ン
カ
ン

ハ
ゼ
と
分
か
り
、
府
内
初
の
採
集

を
公
式
に
証
明
す
る
た
め
論
文
の

執
筆
を
勧
め
ら
れ
た
。

４
人
は
、
干
潟
に
生
息
す
る
生

物
の
研
究
を
専
門
と
す
る
同
所
の

邉
見
由
美
助
教
の
助
言
を
受
け
、

先
行
文
献
を
２
、
３
本
読
み
込
ん

で
論
文
の
体
裁
を
学
ん
だ
。
保
管

し
て
い
た
ハ
ゼ
で
標
本
を
作
っ
て

計
測
や
観
察
も
行
い
、
ヒ
レ
の
筋

の
数
を
確
認
す
る
な
ど
シ
ュ
ン
カ

ン
ハ
ゼ
の
特
徴
を
裏
付
け
た
。
昨

年

月
か
ら
１
年
を
か
け
て
論
文

に
ま
と
め
、
今
年

月
１
日
付
で

掲
載
さ
れ
た
。

眞
野
さ
ん
は
「
他
の
研
究
者
に

先
を
越
さ
れ
る
の
で
は
と
焦
り
が

あ
っ
た
が
、
最
初
に
発
表
で
き
て

良
か
っ
た
」
と
し
、
永
谷
さ
ん
は

「
将
来
の
夢
は
研
究
者
な
の
で
、

論
文
を
書
く
機
会
を
得
ら
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

（
能
美
孝
啓
）

府
内
で
初
め
て
シ
ュ
ン
カ
ン
ハ
ゼ
を
確
認
し

論
文
に
し
た
海
洋
高

マ
リ
ン
バ
イ
オ
部
の
生
徒
た
ち

宮
津
市
上
司
・
同
高

標本作り 特徴裏付け 証明でき うれしい

八
幡
市
八
幡
の
円
福
寺
で
恒
例

の
「
大
根
干
し
」
が
行
わ
れ
た
。

境
内
の
イ
チ
ョ
ウ
の
枝
に
、
た
く

あ
ん
に
す
る
た
め
の
大
根
が
所
狭

し
と
つ
る
さ
れ
、
寒
風
を
受
け
る

姿
が
年
の
瀬
を
感
じ
さ
せ
て
い

る
。同

寺
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
修

行
道
場
。

年
以
上
前
か
ら
毎
年
、

托
た
く

鉢
は
つ

で
大
根
を
譲
り
受
け
て
た
く

あ
ん
に
し
て
、
修
行
僧
が
食
事
の

際
に
器
を
清
め
る
「
洗

せ
ん

鉢
ぱ
つ

」
や
、

４
、

月
の
一
般
公
開「
万
人
講
」

で
振
る

う
精
進
料
理
に
使
っ
て

い
る
。
今
年
は
同
市
内
や
大
阪
府

の
枚
方
、
交
野
、
寝
屋
川
各
市
の

托
鉢
先
か
ら
約
８
０
０
本
の
大
根

が
集
ま
っ
た
。

作
業
で
は
、
修
行
僧
た
ち
が
は

し
ご
で
高
さ
約

㍍
の
イ
チ
ョ
ウ

に
登
り
、
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
大
根

を
引
き
上
げ
て
は
枝
に
つ
る
し
架

け
て
い
っ
た
。
３
週
間
ほ
ど
干
し

て
乾
燥
さ
せ
、ぬ
か
漬
け
に
す
る
。

同
寺
は
「
多
く
の
大
根
を
頂
き
、

こ
う
し
て
行
え
る
こ
と
が
あ
り
が

た
い
。
一
本
一
本
、
大
切
に
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

（
近
藤
大
介
）

イチョウに所狭しと大根をつるす修行僧たち 八幡市八幡・円福寺 ⊂⊂⊇
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八
幡
・
円
福
寺

年
の
瀬
恒
例

大
根
干
し

患
者
さ
ん

手
作
り
帽
子
使
っ
て

山
科
の
女
性

滋
賀
医
大
病
院
で
無
料
配
布

滋
賀
医
科
大
付
属
病
院
に

手
作
り
帽
子
約
５
０
０
個

を
届
け
た
山
口
さ
ん

帽

子
は
玄
関
ロ
ビ
ー
で
無
料

配
布
さ
れ
て
い
る

大
津

市
瀬
田
月
輪
町

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

抗
が
ん
剤
治
療
中
の
患

者
の
た
め
に
手
作
り
さ
れ

た
帽
子
が
、
滋
賀
医
科
大

付
属
病
院
（
大
津
市
）
の

玄
関
ロ
ビ
ー
で
無
料
配
布

さ
れ
て
い
る
。
帽
子
寄
贈

に
取
り
組
む
山
口
昭
代
さ

ん
（

）

京
都
市
山
科

区

が
届
け
た
も
の
で
、

が
ん
患
者
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
人
に
使
っ
て
ほ
し

い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

山
口
さ
ん
は
が
ん
患
者

に
帽
子
を
贈
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
「
ス
マ
イ
ル
京

都
」
を
２
年
前
に
設
立
。

協
力
者
が
約

人
お
り
、

大
津
赤
十
字
病
院
（
大
津

市
）や
県
立
総
合
病
院（
守

山
市
）
な
ど
京
滋
中
心
の

病
院
に
計
約
４
４
０
０

個
を
寄
贈
し
て
き
た
。

滋
賀
医
科
大
付
属
病
院

に
は
、
山
口
さ
ん
の
母
や

長
女
が
入
院
し
た
縁
で
開

始
当
初
か
ら
届
け
て
い

る
。
同
病
院
を
含
め
こ
れ

ま
で
は
が
ん
患
者
の
み
に

配
っ
て
い
た
が
、
今
回
届

け
た
約
５
０
０
個
は
、
他

の
病
気
の
患
者
や
付
添
人

な
ど
誰
で
も
持
っ
て
帰
れ

る
よ
う
に
し
た
。

ロ
ビ
ー
の
机
に
は
、
色

と
り
ど
り
の
ニ
ッ
ト
帽

や
、
リ
ボ
ン
な
ど
の
飾
り

を
付
け
た
布
帽
子
な
ど

が
並
ぶ
。山
口
さ
ん
は「
こ

こ
ま
で
大
き
な
活
動
と

な
る
と
は
予
想
し
て
い

な
か
っ
た
。
一
人
で
も
多

く
の
人
の
助
け
に
な
れ

ば
」
と
願
う
。

日
正
午

ご
ろ
ま
で
。（

門
田
俊
宏
）
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